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 資
料
４
 
導
入
期
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
サ
ン
プ
ル
 

 
氏
名

 

１
．
身
体
的
側
面

 
項
 
 
目
 

内
 
 
容
 

基
礎
点
 

結
 
果
 

備
 
 
考
 

全
身
運
動
 

特
に
不
自
然
な
動
き
は
な
い
。
 

５
 

５
 

 
 

体
幹
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
あ
る
。
 

４
 

上
肢
の
動
き
に
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
あ
る
。
 

３
 

下
肢
の
動
き
に
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
あ
る
。
 

２
 

全
身
の
動
き
に
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
が
あ
る
。
 

１
 

手
先
の
器
用
さ
 

プ
ラ
グ
・
タ
ッ
プ
の
組
立
作
業
を
３
０
分
間
当
た
り
１
０
個
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 

４
 

※
施
設
の
状
況
に

合
わ
せ
て
作
業
を

設
定
し
ま
す
。
 

プ
ラ
グ
・
タ
ッ
プ
の
組
立
作
業
を
３
０
分
間
当
た
り
７
個
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 

プ
ラ
グ
・
タ
ッ
プ
の
組
立
作
業
を
３
０
分
間
当
た
り
４
個
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 

プ
ラ
グ
・
タ
ッ
プ
の
組
立
作
業
を
３
０
分
間
当
た
り
１
個
以
上
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 

プ
ラ
グ
・
タ
ッ
プ
の
組
立
作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

１
 

力
加
減
 

特
別
な
配
慮
を
行
わ
ず
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 

３
 

 
 

特
別
な
配
慮
を
行
わ
ず
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
が
、
安
定
し
な
い
。
 

４
 

回
す
角
度
や
回
数
な
ど
の
目
安
を
付
け
る
こ
と
で
調
整
が
で
き
る
。
 

３
 

特
別
な
道
具
（
ト
ル
ク
レ
ン
チ
な
ど
）
を
用
い
る
こ
と
で
調
整
が
で
き
る
。
 

２
 

全
く
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

１
 

模
倣
動
作
 

指
導
員
が
ど
の
位
置
に
立
っ
て
も
模
倣
動
作
が
で
き
る
。
 

５
 

２
 

 
 

指
導
員
が
ど
の
位
置
に
立
っ
て
も
模
倣
動
作
が
で
き
る
が
、
正
面
に
立
つ
と
戸
惑
い
が
見
ら
れ
る
。
 

４
 

指
導
員
が
横
に
立
つ
と
模
倣
動
作
が
で
き
る
。
（
正
面
に
立
つ
と
、
模
倣
動
作
が
左
右
逆
の
動
作
に
な
る
。
）
 

３
 

指
導
員
が
ど
の
位
置
に
立
っ
て
も
模
倣
動
作
が
で
き
な
い
。
 

２
 

指
導
員
の
ど
の
よ
う
な
動
き
も
模
倣
し
て
し
ま
う
。
 

１
 

無
意
味
な
動
作
 

作
業
中
の
無
意
味
な
動
作
は
な
い
。
 

５
 

１
 

 
 

作
業
中
は
な
い
が
、
休
憩
中
に
決
め
ら
れ
た
範
囲
の
場
所
で
無
意
味
な
動
作
が
あ
る
。
 

４
 

作
業
中
は
な
い
が
、
休
憩
中
に
決
め
ら
れ
た
範
囲
の
場
所
を
超
え
て
無
意
味
な
動
作
が
あ
る
。
 

３
 

作
業
中
に
自
分
の
持
ち
場
の
中
で
無
意
味
な
動
作
が
あ
る
。
 

２
 

作
業
中
に
自
分
の
持
ち
場
を
超
え
て
無
意
味
な
動
作
が
あ
る
。
 

１
 

ボ
デ
ィ
イ
メ
ー
ジ
 

全
て
把
握
で
き
て
い
る
。
 

５
 

３
 

 
 

上
下
の
距
離
感
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
 

４
 

前
後
の
距
離
感
も
把
握
で
き
て
い
な
い
。
 

３
 

左
右
の
距
離
感
も
把
握
で
き
て
き
な
い
。
 

２
 

把
握
で
き
て
い
な
い
。
 

１
 

 

-72-



7
2
 

 

２
．
指
示
理
解
 

項
 
 
目
 

内
 
 
容
 

基
礎
点
 

結
 
 
果

備
 
 
考
 

指
示
方
法
 

口
頭
指
示
で
理
解
で
き
る
。
 

５
 

５
 

 
 

身
振
り
を
加
え
る
こ
と
で
理
解
で
き
る
。
 

４
 

お
手
本
を
示
す
こ
と
で
理
解
で
き
る
 

３
 

手
を
添
え
な
が
ら
の
指
導
に
よ
り
理
解
で
き
る
。
 

２
 

追
加
的
指
示
：
板
書
等
の
視
覚
化
 

１
 

追
加
的
指
示
：
板
書
等
の
視
覚
化
＋
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
 

１

追
加
的
指
示
：
作
業
指
示
書
等
の
利
用
 

１

複
数
の
指
示
へ
の
 

対
応
 

３
つ
の
作
業
指
示
を
実
施
で
き
る
。
 

５
 

３
 

 
 

３
つ
の
作
業
指
示
を
１
～
２
度
修
正
す
る
こ
と
で
実
施
で
き
る
。
 

４
 

２
つ
の
作
業
指
示
を
実
施
で
き
る
。
 

３
 

２
つ
の
作
業
指
示
を

1
～
2
度
修
正
す
る
こ
と
で
実
施
で
き
る
。
 

２
 

１
つ
の
作
業
指
示
を
実
施
で
き
る
。
 

１
 

抽
象
的
な
指
示
へ
の

対
応
 

２
つ
の
抽
象
的
な
指
示
を
理
解
し
、
行
動
で
き
る
。
 

５
 

３
 

※
実
施
時
に

2
つ

の
抽
象
的
な
指
示

場
面
設
定
を
前
提
 

１
つ
の
抽
象
的
な
指
示
を
理
解
し
、
行
動
で
き
る
。
 

３
 

抽
象
的
な
指
示
を
理
解
し
、
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

１
 

指
示
内
容
の
定
着
 

指
示
し
た
内
容
を
、
安
定
し
て
反
復
遂
行
が
で
き
る
。
 

５
 

１
 

 
 

指
示
し
た
内
容
を
、
日
が
変
わ
る
と
遂
行
で
き
な
い
。
 

４
 

指
示
し
た
内
容
を
、
半
日
経
つ
と
遂
行
で
き
な
い
。
 

３
 

指
示
し
た
内
容
を
、
休
憩
を
挟
む
と
遂
行
で
き
な
い
。
 

２
 

指
示
し
た
内
容
を
、
反
復
で
き
な
い
ま
た
は
勝
手
に
変
え
る
。
 

１
 

予
定
・
指
示
内
容
 

変
更
へ
の
対
応
 

指
示
し
た
と
き
に
す
ぐ
に
修
正
が
で
き
る
。
 

５
 

３
 

 
指
示
し
た
と
き
に
理
解
に
時
間
が
か
か
る
が
修
正
で
き
る
。
 

３
 

指
示
し
た
と
き
に
自
分
の
方
法
に
固
執
し
、
修
正
が
難
し
い
。
 

１
 

指
示
内
容
の
応
用
 

１
度
説
明
す
る
と
、
自
分
で
手
順
や
段
取
り
を
考
え
て
作
業
で
き
る
。
 

５
 

１
 

 
 

繰
り
返
し
説
明
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
手
順
や
段
取
り
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 

手
順
や
段
取
り
が
覚
え
ら
れ
ず
、
そ
の
都
度
、
指
示
が
必
要
に
な
る
。
 

１
 

質
問
の
有
無
 

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、
質
問
が
あ
る
 

５
 

３
 

 
 

タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
事
も
あ
る
が
、
不
明
な
点
に
つ
い
て
質
問
が
で
き
る
 

３
 

質
問
が
な
い
た
め
、
作
業
遂
行
に
影
響
が
出
る
 

１
 

質
問
の
的
確
さ
 

不
明
な
点
を
的
確
に
質
問
で
き
、
同
じ
質
問
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
 

５
 

３
 

 
 

質
問
の
意
図
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
確
認
す
る
事
に
よ
り
意
図
が
把
握
で
き
る
 

３
 

作
業
に
関
係
な
い
質
問
や
、
す
で
に
理
解
し
て
い
る
は
ず
の
質
問
を
す
る
こ
と
が
あ
る
 

１
 

 

-73-



7
3
 

 

３
．
精
神
的
・
社

会
的
・
職
業
的
側
面
 

項
 
 
目
 

内
 
 
容
 

基
礎
点
 

結
 
果
 

備
 
 
考
 

精
神
的
な
安
定
 

毎
日
安
定
し
て
い
る
。
 

５
 

５
 

 
 

指
導
員
が
変
わ
っ
て
も
安
定
し
て
い
る
。
 

４
 

場
所
が
変
わ
っ
て
も
安
定
し
て
い
る
。
 

３
 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
手
続
き
が
変
わ
っ
て
も
安
定
し
て
い
る
。
 

２
 

要
求
水
準
が
変
わ
る
こ
と
で
さ
え
不
安
定
に
な
る
。
 

１
 

集
中
力
の
維
持
 

１
日
集
中
し
て
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

５
 

４
 

 
 

半
日
集
中
し
て
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

４
 

休
憩
か
ら
休
憩
ま
で
集
中
し
て
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

３
 

１
時
間
く
ら
い
は
集
中
し
て
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
 

２
 

３
０
分
も
集
中
で
き
な
い
。
 

１
 

疲
れ
や
す
さ
 

１
日
の
立
ち
仕
事
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
が
あ
る
。
 

５
 

３
 

 

半
日
の
立
ち
仕
事
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
が
あ
り
、
訓
練
に
よ
っ
て
改
善
が
見
込
め
る
。
 

４
 

半
日
の
立
ち
仕
事
に
耐
え
ら
れ
る
体
力
が
あ
り
、
訓
練
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
改
善
が
見
込
め
る
。
 

３
 

立
ち
仕
事
は
２
時
間
程
度
が
限
界
で
あ
り
、
訓
練
し
て
も
改
善
が
見
込
め
な
い
。
 

２
 

立
ち
仕
事
が
で
き
る
体
力
が
無
く
、
訓
練
し
て
も
改
善
が
見
込
め
な
い
。
 

１
 

他
者
と
の
協
力
 

自
ら
他
者
に
声
を
か
け
協
力
し
て
行
動
で
き
る
。
 

５
 

２
 

 
 

他
者
に
協
力
し
て
行
動
で
き
る
。
 

４
 

他
者
か
ら
の
指
示
に
よ
っ
て
協
力
し
て
行
動
で
き
る
。
 

３
 

他
者
か
ら
逐
一
指
示
さ
れ
る
こ
と
で
行
動
で
き
る
。
 

２
 

他
者
と
協
力
し
て
作
業
が
で
き
な
い
。
 

１
 

暗
黙
の
ル
ー
ル
の
 

理
解
 

２
つ
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
を
読
み
取
り
行
動
で
き
る
。
 

５
 

５
 

 
 

１
つ
の
暗
黙
の
ル
ー
ル
を
読
み
取
り
行
動
で
き
る
。
 

３
 

暗
黙
の
ル
ー
ル
を
読
み
取
り
行
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
 

１
 

ス
ト
レ
ス
へ
の
対
処

ス
ト
レ
ス
に
自
ら
気
付
き
、
適
切
に
対
処
で
き
る
。
 

５
 

３
 

 
 

ス
ト
レ
ス
に
は
気
付
き
に
く
い
が
、
助
言
さ
れ
る
と
あ
る
程
度
適
切
に
対
処
で
き
る
。
 

３
 

ス
ト
レ
ス
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
ず
、
助
言
さ
れ
て
も
適
切
に
対
処
で
き
な
い
。
 

１
 

訓
練
コ
ー
ス
へ
の
 

適
応
の
可
能
性
 

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
・
店
頭

関
連
作
業
 

４
 

※
技
能
訓
練
の
状

況
に
よ
り
判
断
 

物
流

関
連
作
業
 

３
 

事
務

関
連
作
業
 

１
 

厨
房

関
連
作
業
 

２
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４ 総合所見 

 

（１）導入期に把握された状況 

 

①身体的側面 

・全身運動としては特に不自然な動きはな

く、手先も概ね器用さを備えている。 

・力加減については回す角度や回数などの

目安を付けることで調整ができる。 

・ただし、ボディイメージについては上下・

前後の把握ができていない。また、模倣

動作については指導員との立ち位置に関

わらず困難であるため、当初は手を添え

ての指導が必要となる。 

・常に顔をしかめる動作（チック）が見ら

れるが、緊張や疲労との因果関係は現時

点では不明。 

 

②指示理解 

・口頭指示により概ね理解できており、簡

単なものであれば２つの作業指示にも対

応できる。ただし、抽象的な指示対応は

ひとつが限界。また指示の定着は困難で

あり、その都度指示する必要がある。 

・予定や指示内容の変更については、理解

に時間はかかるものの特段固執すること

なく対応できる。 

・質問については、タイミングは遅れるも

のの自力で質問できるが、質問の内容に

ついては指導者側からの確認が必要。 

 

③精神的・社会的・職業的側面 

・欠席せず毎日安定して登校できているが、

集中して訓練に取り組めるのは半日程

度。 

・現時点での体力は立ち仕事に半日耐えら

れる程度であるが、訓練によって体力の

向上が期待できる。 

・他者との協力については、自発的に行う

ことはできないが、他者からの声掛けに

より、適切に協力することができる。 

・日常行動は、他者の動きを見て概ね暗黙

のルールを理解し、実践することができ

る。 

・ややストレスを溜めやすい傾向にある。

また、自身のストレスにも気付きにくい。

ただし指導員の助言によりある程度適切

に対応できる。 
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（２）今後の対応方針 

 

①身体的側面 

 

チック（顔面）があり、原因の特定が困難であるためるため、改善は難しく、結果とし

て接客作業には難があると思われる。 

手先の器用さを活かした作業に適性があるが、ボディイメージの獲得が不十分であるた

め、身体移動を伴う作業については安全への配慮・工夫（例：指さし確認など動作のルー

ル化）が不可欠である。また、漠然とした力加減が困難であるため、作業に当たっては具

体的な指示（例：左に 3回まわす）が必要となる。 

指導に当たっては、模倣動作が困難であるため、当初は手を添えながらの指導し、手順

定着を図ってから作業量を増やすこととする。 

 

②指示理解 

 

 身体的側面にある通り、作業方法の習得に当たっては、手を添えての指導が必要である

が、一旦手順を理解すると以後は口頭による指示で概ね動くことができる。ただし、手順

の定着自体は困難であるため、毎回指示が必要となる。作業手順書を見て作業が自発的に

できるようになれば、就職の可能性は広がると思われる。 

 質問については、ややタイミングが遅れがちであり、本人の主訴も伝わりにくい。質問

すること自体は意欲の表れでもあるため、当面は本人からの質問を待ち、不明瞭な内容に

ついては指導員が本人に確認をすることで対応し、徐々にタイミングや適切な質問の仕方

の指導を行うことで改善を図ることとする。 

 

③精神的・社会的・職業的側面 

 

 欠席なく安定して当校できている点について、適宜本人にフィードバックする（ほめる）

ことにより、本人の自信獲得・意欲の継続を図る。 

 体力的・精神的な耐性にやや課題があるため、技能訓練や体育を通じて徐々に負荷をか

けることにより向上を目指す。 

 他者との協力については受動的ではあるが、協力自体は問題なく行われている。今後は、

役割分担をすることにより、自ら考えて行動できるようになることを目指す。 

 ストレスへの気づき（サインの自覚）を促し、自分自身で対処できるようにするととも

に、必要に応じて支援者（訓練中及び就職後）に援助要請できるよう技能訓練場面・職業

生活支援場面、通常の訓練生活場面等を通じて実践する。 

 

 

（３）総合所見 

 

 対人業務や身体移動の多い環境での作業には課題が多くみられる。このため、レジ作業

や物流作業はやや困難性が高い。 

 手先の器用さを活かし、比較的身体移動の少ない作業として、ラインでの箱詰めや袋詰

め、スーパーでのバックヤード作業などを想定した訓練が適切と思われる。 
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